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　チリ南部にそびえるビジャリカ火山は

標高 2847 m の成層火山です。 この火

山は非常に活動的で、 山頂火口の中

には溶岩湖が形成されています。 溶岩

湖の表面は黒々とした溶岩によって覆

われていますが、 そのすぐ下にはどろ

どろに溶けた真っ赤な溶岩があります。

火口湖の溶岩の中では火山ガスの泡が

次々と生まれています。 この泡は他の

泡と合体を繰り返して大きな泡に成長し

ます。 こうして出来た大きな泡は、 最

後に溶岩湖の表面近くではじけて、 火

山ガスが大気に放出されます。 大きな

泡がはじけるときには、 溶岩湖の表面

は吹き飛ばされ、 中の真っ赤な溶岩が

飛び散ります。 大きな写真は、 火口を

覗いたもので、 ちょうど大きな泡がはじ

けたところです。 昼間は真っ黒に見える

溶岩湖の表面ですが、 実は弱いながら

も赤く輝いており、 夜になると右下の写

真のように火映現象が見られます。
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